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P朝日大学

朝日大学は、国際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして、人類普遍の人間的知性に富む人間の育成をめざします。

12015朝日大学秋の公開講座」を開催

。1開。
2009.4 -2016.3 

大学評価基準を満たす認定マーク

朝日大学では、「地域と共に歩む大学として日頃の研究成果を社会に還元

するJことを目的に、 1987年から身近な話題を取り上げた公開講座を開催
しています。

第29回となる今年度は、「読書時代j、「地域の潜在力を引き出すJという
2つのテーマについて各界のエキスパート、自治体の長や実務家から提言を

いただき、地域社会の幅広い層の人々に学習の機会を提供しました。

右から.角川春樹氏(俳誌「河」主宰)、高井昌史氏(紀伊国屋書底代表取締役社長)、大友克之朝日大学学長
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教育研究の成果を

地域社会へ

朝日大学地域社会連携センターでは、「地域と共に歩む大学とし

て日頃の研究成果を社会に還元する」ことを目的に、1987年度から

身近な話題をテーマに取り上げた公開講座を開講し、地域社会の幅

広い層の人々へ学習の機会を提供しています。

第29固となる今年度は、「読書時代本の魅力を再発見する」、

「地域社会の潜在力をヲ|き出す」という身近な話題をテーマに掲げ、

瑞穂市総合センター内サンシャインホールに各界のエキスパート、自

治体の長や実務家をお迎えし、それぞれの立場からの提言をいただ

く公開講座を開催しました。

.読書時代

第1回の公開講座では、「読書

時代一本の魅力を再発見する一」

をテーマに講師を迎え、少子化や

インターネットの普及と出版業界の

現状について、また、日本人の心

に深く根ざした好情詩である「俳

角川|氏からサイン本や色紙を受け取る受講者 句」について理解を深めました。

大友克之学長が司会を務めた高井氏と角川氏の対談では、両氏

が感銘を受けた本やお薦めの一冊について語られました。

講演

「本の力」

(株)紀伊国屋書居代表取締役社長

高井昌史氏

高井氏は、「まちに本屋さんがな

くなることは地域の文化の衰退に

つながる。子とsもへの読み聞かせ 「出版業界の現状」を語る高井氏

や朗読を通じて活字の文化を普及させたい」と語られました。

「生涯不良 一俳句と人生-J

(株)角川春樹事務所代表取締役社長

俳誌「河」主宰

角川春樹氏

角川氏は、 「近現代の俳句は季

語を偏重する傾向にあった。俳句 「俳句」を語る角川氏

や詩の創作は自然の中の感動を、言葉の技術から離れて表

現すべきだ」と語られました。

地域の潜在力を号|き出す

第2回の公開講座では、自治体の長や実務家をお迎えし、地域社

会の潜在カをヲ|き出す実践例やアイデアの創造について講演やパ

ネルデイスカッションが行われ、受講者はこれからの地域社会のあり

方などについて学びました。

講演

「公民連携によるオーガルプ口ジ、ェクト

一稼げるまちづくりの仕掛け-J

オ一刀、ルベース(株)、オ一刀、ルプラザ(株)代表取締役 岡崎 正信 氏

岡崎氏は、「公共施設を集客力ビジネスにつなげていくことで、

地域全体でお金を稼ぐ仕組みが実現できるJと語られました。

「ローカル線がテーマJ'¥ークになった

一『何もないJを観光地にした発想の転換-J

いすみ鉄道(株)代表取締役社長 鳥塚 亮氏

鳥塚氏は、「都会から見た地方の一何もないーという魅力的

な資源を活用するユニークな施策の創造が大切である」と語

られました。

「自治体は稼ぐ力をつけるべき」
と語る岡崎氏

J，¥ネjレテsイスカッション

瑞穂市長

棚橋敏明氏

美濃加茂市長

藤井浩人氏

「何もない風景にビジネスチャンスがある」
と語る鳥塚氏

各務原市長

浅野健司 氏

いすみ鉄道(株)代表取締役社長

鳥壕 亮氏

[司会] 朝日大学経営学部長 岩崎大介 教授

棚橋市長、浅野市長、藤井市長はそれぞれ、「自然あふ

れる公園を、河川を生かし整備したいj、「子どもたちが夢を

持てるような好奇心あふれるまちをつくりたい」、「観光資源

を生かし市民が地元の良さを再認識できるまちづくりをした

いIと語られました。
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「まちづくりのアイデア」が3市長から語られた



テキサス大学

サンアントニオ校との
学術交流協定を締結

1995年から交流を行っているアメリカのテキサス大学サンアントニ

オ校と本学歯学部との間で「学術交流協定jが締結されました。

左からドッジ歯学部長、大友学長、富田理事長、ヘンリッチ学長

.強固な交流関係を確認

同大学サンアントニオ校学長室で行われた調印式には、本学から

宮田淳理事長、大友克之学長が、同校からへンリッチ学長、ドッジ歯

学部長が出席、これまでの20年にわたる交流の成果や今後における

若い世代の交流促進の重要性などについて懇談が行われました。

また、今回の訪問時には同校歯学部の新病院落成式も挙行され、

宮田理事長と大友学長が式典に出席すると共に、同校のプレスリン

看護部長とも会談し、本学保健医療学部看護学科との学術交流に

関する意見交換を行しミました。

本学とこれまで20年にわたり相互交流(本学から学生106名を派

遣し、138名の学生を受け入れ)を行っているサンアントニオ校。最新

の治療設備、臨床教育と研究環境の場を兼ね備えた同校は、名実と

もにテキサス州南部の医療拠点といえます。

海外の歯学部学生を受け入れ

本学と交流協定を結んで

いるメキシコ州立自治大学の

教員と学生たちが、本学歯学

部での短期海外研修のため

来日しました。

成田国際空港に到着した

図書館で記念撮影 一行は、穂積キャンパスで藤原

周歯学部国際交流委員長から「朝日大学における歯学教育の現状」

や「岐阜県の歴史と日本文化Jの講義を受講。キャンパス内の附属病院
やPDI岐阜歯科診療所を見学し、シミュレーション実習を体験しました。

キャンパスでの研修を終えた学生たちは、岐阜市内の会場で関か

れた修了式に出席し、宮田淳理事長、大友克之学長、磯崎篤則歯

学部長から「修了証書」を受領。その後のパーティーでは本学から問

大学への海外研修に参加経験のある学生や関係教職員との交流

を深めていました。一行はその後、古都京都や大阪を訪問し日本文

化を熱心に学び帰国の途につきました。
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セイノーホ}ルデイングス
関連企業で、インターンシッフ。

西濃運輸の総合研修センター(不破郡垂井町)で、経営学部学生

による「インターンシップ成果報告会Jが行われました。10名の学生た
ちは今夏、セイノーホーJレディングス(株)関連企業の西濃運輸(株)、

沖縄西濃運輸(株)、岐阜日野自動車(株)、(株)セイノー商事、ココ

ネット(株)の5社でインターンシップ(産業実習:就業体験)を体験、各

企業で実際の就労体験を通じて習得した知識や実社会から学んだ

成果を報告会で発表しました。

.就職活動前に経営の実践に触れる

学生がインターンシップの成果を報告

関係者約50名が出席

した報告会で学生らは

堂々と成果を発表、「いか

に礼節を重んじサーピス

を大切にしているかが理

解できた」、「成功や失敗

の体験を検証することに

より、次に生かす大切さを

学んだ」など、貴重なインターンシップ体験談が語られました。

朝日大学では、物流業界の最大手であるセイノーホールデイングス

(株)と地域社会の発展と人材育成に寄与することをめざし、地域産

業と大学教育の分野において連携協力していくための「産学連携協

定Jを昨年2月に締結し、実りある連携活動を展開しています。

「講演と懇親の会」を開催

「朝日大学主催講演と懇親の会Jが、]R名古屋駅のマリオットアソ
シアホテルにおいて盛大に開催されました。

同会は、本学学生の就職対策の一環として毎年開催される行事

で、各企業の人事採用担当者を招き、日頃の本学に対する就職支援

への感謝と、本学教職員とのより一層の人事交流を深めていただくこ

とを目的として開催されています。本年は愛知県、岐阜県などの企業

を中心に、約300名の人事担当者の参加がありました。

今回の講演テーマは「リフレーミングが企業を変えるJ(講師:法学部
長平田勇人教授)で、「固定観念(フレーム)を打ち破り制約や弱みとい

うネガティブ、なネ見点をポジティブな

視点に転換することが大切で、そ

こには企業がより発展成長してし、く

可能性が秘められている」という内

容の講演に、参加者たちは熱心に

耳を傾けメモを取っていました。

.各企業と活発な情報交換 「リフレーミングが企業を変える」が語られる

講演会終了後には、会場を移し懇親会が開催され、各企業の人

事担当者と本学教職員とが企業の採用状況、卒業生の近況や社会

情勢などについて活発に情報交換を行い、本学としても大変有意義

な「講演と懇親の会jとなりました。
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iFD.SD研修会」を開催
穂積キャンパス5号館講義室で、FD活動推進委員会主催による

「第19回FD'SD研修会」が開催され、約100名の教職員が参加。

IJICAによる国際協力の現状」を学びました。

今回講師を務めた独立行政法人国際協力機構タンザニア事務所

所長の長瀬利雄氏は、自身が撮影した写真などをスクリーンに映し出

JI仁Aによる圃際協力を語る長瀬氏

し、]ICAの役割や課題、タンザニ

アにおける保健医療セクターの取り

組みや現状について解説しました。

参加者たちは、医療現場の実

情や改善に向けた事例の紹介に

メモをとりつつ熱心に耳を傾けて

いました。

「フロンティアセミナー」を開催

穂積キャンパス1号館大講義室において、瑞穂市とその周辺地域に

ある大垣共立銀行の5支庖が主催する「第29回フロンティアセミナー」

が本学協賛のもと開催され、岐阜市、瑞穂市、本巣市などの市民ら約

80名が保健医療学部長の藤本次良教授の講演を聴講しました。

本セミナーは、大垣共立銀行が同行の進める地域活性化事業の

一環として実施されている催事で、朝日大学では同セミナーに対し、

「大学の知的財産Jを地域社会の皆様に還元できればと、第1回目
の開催から協賛しています。

ー司 フ
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藤本保健医療学部長が講師を務める

.子宮頚がんを防ぐには

今回のセミナーでは、藤本教授が「子富頚がんを防ぐために」と題

し、スライドで様々な症例を詳しく説明しながら、発見が早いほど治療

の効果が期待できることなどをわかりやすく解説、受講者らはメモをと

りつつ講演に聴き入っていました。

このフロンティアセミナーは、今後も半年に一度本学を会場として

開催される予定です。

IR推進活動が始動
私立大学等改革総合支援事業の一環として、教育研究活動を十

分に機能させ、教育の質保証を推進することを目的とし、学長のもとに

「朝日大学IR推進本部J(Institutional Research)が設置されました。

田村康夫副学長が本部長を務める同推進本部では、今後、入学

志願者及び入学者の調査、卒業生及び就職状況の調査、成績分

布やGPAなどの分析、休学・留年・中退などの要因分析、学生調査、
学生による授業評価の分析などを計画しています。

「東アジアの安全保障の

現状と将来」を考える

台湾の高雄市にある園立中山大事において、日本法政学会と園

立中山大挙日本研究センターとの共催で、シンポジウム「東アジアの

安全保障の現状と将来」が開催され、法学部(兼大学院法学研究

科)の下僚芳明教授が日本法政学会の国際交流委員としてシンポ

ジウムのコメンテーターを務められました。

このシンポジウムでは、基調講演「安倍首相の戦後70年談話の分

析J(平成国際大学浅野和生教授)に続き、「日本の安保法制の整

備」、「東アジアの安全保障の現状と将来J、「日台の共通精神と文
化」という3つのセッションが設けられ、それぞれ日台双方から各l名の

報告者と各2名のコメンテーターが立ち、充実した報告と活発な議論

が交わされました。

シンポジウム全体を通じて、台湾の研究者の聞では日本への関心

がきわめて高く、今回の安保法制法案に関しては台湾を含む極東地

域の安定という点から、総じて積極的に評価されているのではないか

とし3う印象を下僚教授は持たれたとのことです。

日本の建築家:八田興一銅像前での記念写真

(下傾教授 後列左から3人目)

「サ}ビス介助士」資格を取得

公益財団法人日本ケアフィット共育機機が認定する「サービス介助

士2級jの資格を学生と教職員20名が取得しました。

同資格は、高齢者や障害者に対する介助技術と心遣いの習得を証

明するもの。今回、法学部と経営学部の必修科目「社会貢献」の授業

を昨年度受講した学生8名と学生を指導する教職員12名に対し認定

証が授与されました。これにより教職員の有資格者は40名となりました。
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歯学部海外4カ国.7大学で研修
.実り多き成果を持ち帰る

歯学部では、国際的な視野を持ち、幅広く活躍できる歯科医師を育成するために、毎年夏

季休業期間等を利用した学生の「短期海外研修」を実施しています。

5年生を対象とした海外研修の費用は全額大学が負担。学生にとっては、海外の医療の

現場を学ぶ絶好の機会といえます。

今回、海外4カ国・7大学での実り多き研修が終了し、研修成果が報告(提出)されました。

アメリカ 固 アメリカ 固

• • • 
• • • 
• • • 

STUDY 
ABROAD 

アメリカ 困
|一一学一ルス校 |一知ンアンは校 |一博一九校

スライドによる自己紹介が国際交流のスタート。 ホスト学生や教員の細やかな心遣いに感動。 ホスト学生が担当する患者さんの診療を一緒に行

歯科医師として「生涯研修における向上心Jが重要 臨床実地教育や臨床研究のための患者数の多さ う。総合病院の見学、英語での自己紹介、講義の聴

とのレクチャーを受ける。教員は学生を一人の歯科 に、「臨床実地教育の重視Jをうかがい知る。肌で 講、そして飛び切り素敵なホスト学生の笑顔。休日に

医師として扱い、学生自身も歯学部生としての自覚 感じた異国の文化・社会性が国際性豊かな歯科医 はホームパーティーやロケットセンタ一見学など異文

を持ち、教育と診療に取り組んでいる姿勢に共感。 師を育む。 化に殺しみ、国際人としての自覚も芽生える。

固
中国最大の歯学部で歯

科医学の中心的役割を、

充実した施設-建造物で

実感。

ハイレベルな講義と手術

室見学で、 「将来の歯

科医師Jとして自覚が備

わる。

.酔命咽.目メ沖…キシ叶コイ|卜トト舛如…一キ桁山…シ河刈一コ訓州

地球の裏側で、まさに異

文化交流を実体験。

普段陽気な学生の振る

舞いが、授業では一転

「厳格な講義jへと。勉学

に対する「真撃な態度、

モチベーションの高さ」を

学ぶ。

困
規律正しい学生や教員に、

身も心的|き締まる緊張感。

中国北西地域の医療拠

点として、溢れんばかりの

患者数が高い信頼性を

示す。

「時間厳守Jが第一、後
学期から直ちに実行ある

のみ。

困
==ーー里里圃・ 清潔感溢れる施設設備、

自然豊かなトゥルクの街に

感激。

Xylitol (キシリトール)を

中心とした「予防医学J
の取り組みを重視。

45分授業で午前中に4時

限、効率の良さに感心。
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「学生選書ツアー」に参加

「学生選書ツアー2015Jが丸善名古屋本社で開催され、本学の学

生・教職員が参加。鹿内でさっそく本を手に取り、真剣な表情で選書

を行Uミました。

「学生選書ツアー」とは、学生が図書館に備え付けてほしい本を直接

本屋さんに出向いて選ぶという企画。今回のツアーで選ばれた本は、図

書館内の「学生選書コーナー」で閲覧できるとのことです。ご期待を。

「学生選書ツアー」の参加者

iMSL.MSJサミット」に参加
法学部の学生で組織する防犯ボランティア団体「めぐる」が、北方

町生涯学習センター(本巣郡)で開催されたIMSL.MSJサミット」に

参加しました。

同サミットは、規範意識向上や非行防止活動を行う高校生・中学

生の自主組織IMSリーダーズ、MSジュニア」の活動事例を発表す

るサミットで、瑞穂市周辺地域の高校・中学の生徒ら約340名が出

席しました。

防犯ボランティア活動

「めぐる」のメンバーは、サイバー

防犯ボランティア活動や地元の穂

積小学校区における自主防犯活動

を題材に、地域社会と連携した日頃

の活動内容や防犯ボランティア活

動を通じて学んだことなどを報告。

会場に集った生徒や関係者たち

は、地域社会に根ざした「めぐる」の

報告に真剣に耳を傾けていました。 rめぐる」が活動を報告

MSL(Manners Spirit Leaders) 
高校生が組織する規範意識啓発推進委員

マンゴー栽培ハウスで学ぶ

経営学部ビジネス企画学科で商品開発を学ぶ学生たちが、瑞

穂市内にある(株)養本社のマンゴー栽培ハウスを訪れ、土屋正保

会長からマンゴーの育て方や、輸入品と国産品との違いについて

学びました。

.大学での学びを実践

本年5月、マーケティング研究所と同社とは販路開拓や加工商品

開発などで連携・協力することで合意。今回の学生たちの訪問は、マ

ンゴーを使った加工商品の提案フ。ロジェクトの一環として「味覚調

査」を行ったもので、あり、今後、約半年聞をかけ加工商品のアイデア

を学生たちが練り上げてし、くこととなります。

土屋正保会長からマンゴーの育て方などを学ぶ

大学広報を考える

大学の広報について考えようと、報道機関、広告代理庖、出版社な

どの関係者約70名が参加し「第5回大学広報を考える会」が開催さ

れました。

.高校生へのアクセスの多様化

「入試広報におけるLINE@活用例」と題した講演会では、(株)

ディスコ営業部教育機関営業課課長の藤川健一氏から、昨今の国

内や世界におけるSNS(ソーシャルネットワーキングサービス)の利用・

活用状況の解説がなされると共に、ILINE@Jを例に挙げ「受験対

象者となる高校生への情報発信は、これまでの紙媒体による広報に

加え、ありとあらゆる情報ツールの中から効率的かっ効果的な手法を

取捨選択し、費用対効果を考えて活用していくことが重要となるjと

語られました。

講演会終了後は、会場を移し情報交換会が行われ、参加者それ

ぞれの業種(立場)から見た昨今の大学広報や、メディアの果たす

役割などについての意見が活発に交わされました。

ディスコ営業部の藤川健一氏が講演



自転車

「全日本インカレ」で
2種目制覇

「文部科学大臣杯第71回全日本大

学対抗選手権」が、長野県松本市美鈴

湖自転車競技場ほかで開催され、今夏

「西日本大学対抗選手権10連覇」を成

し遂げた体育会自転車競技部が過去

最高となる成績を収めました。

トラック競技8種目及びロード競技1種

目の総合成績で争われる「全日本インカ

「スプリント優勝」の小原選手 レ」には、基準タイムをクリアした全国41

大学からのべ414名が出場。昨年タンデムSPで優勝の小原佑太選

手(ビジネス企画2年:青森)が今回スプリントにおいて学生日本代表

選手に勝利し「優勝Jを、これまで、「全日本インカレ」でスプリント準優
勝、ケイリン準優勝の好成績を収めてきた松本貴治選手(ビジネス企

画4年・愛媛)がケイリンで念願の「初優勝」をはたしました。

.過去最高の成績「総合3位」

また、相馬義宗選手(ビジネス企

画3年:岐阜)のlkmTTでの準優

勝をはじめ、タンデムSP、4kmIP、ポ

イントレース、チームSP、4kmTPのト

ラック競技8種目すべてでの入賞を

はたした自転車競技部は「男子総 「ケイリン優勝」の松本選手

合3位入賞(トラック部門総合準優勝、ロード部門総合4位入賞)Jの好
成績を収め、創部3年目:からの111年連続総合入賞jをはたしました。

12020年東京オリンピック」、「大学ナンバー1Jをめざし自転車競技

部は今日も明日も走り続けます。

車球

東海選手権で優勝

「東海卓球学生卓球選手権大会Jに出場した体育会卓球部は、

女子ダブルスで「優勝」を、男子シングルス、男子ダブルス、女子シング

ルスでは「ベスト8Jの好成績を収めました。

ハンドボール

西日本選手権で3位

体育会ハンドボール部は、「第54回西日本学生ハンドボール選手権

大会」に出場し、過去最高の13位入賞」をはたしました。また、「優秀

選手賞」に津山弘也選手(ビジネス企画4年:宮崎)が選出されました。
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相撲

西日本学生体重別で入賞

体育会相撲部は、

「第40回西日本学生

相撲個人体重別選

手権大会」に出場し、

清水友樹選手(経営

3年群馬)が85kg未

満級で13位入賞Jを
はたすと共に、野田修 メキシコ州立自治大学の学生が相撲道場を訪問

也選手(ビジネス企画3年:岐阜)が75kg未満級、望月聖選手(ビ

ジネス企画2年:静岡)が100kg未満級で、15位入賞J、西本雄大選

手(経営情報3年 ・静岡)が130kg以上級で16位入賞」の好成績

を~Xめました。

硬式庭球

岐阜県選手権で優勝

体育会硬式庭球部は、

「第70回岐阜県テニス選手

権大会」に出場し、みごと男

子シングルスで永井宏明選

手(ビジネス企画2年:愛

11 知)が「初優勝」の栄冠に輝

きました。

初優勝を大友学長へ報告。後列中央が野剣|口ーチ 同選手権は、29年前の第

41回大会で野々川正人コーチが優勝に輝いた伝統ある大会です0

.オムニコートを改修

穂積キャンパス総合グラウンド内の人工芝オムニコート3面を全面

的にリニュアルし、練習環境を整えました。

全面リニユアルされた人工芝のオムニコー卜

07 
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秋季入学式を挙行 I I地域アイデンティティを鍛える」
すがすがしい秋空の下、2015年度朝日大学秋季入学式が穂積| 産業情報研究所では、叢書「地

キャンパス6号館大講義室にて厳粛に挙行されました。

今秋の入学者は、世界3カ国から総員25名(学部、大学院、留学生

別科)。学長告辞を緊張した面持ちで受けた新入生の新たなページ

がここ朝日大学でスタートすることとなり、有意義で充実した学生生

活が送られることを期待します。

.建学の精神道守を誓う

式典では、森下伊三男副学長からの入学許可にヲ|き続き、「建学

の精神に基づき朝日大学での勉学・研究にそれぞれが遡進し、有意

義な学生生活を送ってください」と告辞が述べられ、入学生の代表

からは、「建学の精神を遵守し、学業成就に向けて日々努力します」と

の力強い宣誓が行われました。

森下車IJ学長へ入学宣誓を行う

秋季卒業式を挙行

秋季卒業式が穂積キャンパス6号館大講義室において華やかに

挙行されました。

今秋の卒業生・修了生は、学部卒業生、大学院修了生、留学生

別科修了生の総員29名(4カ国)。式典では大友克之学長から、学

位記、修了証書が手渡され、卒業生らは緊張しつつも充実感に満ち

溢れた面持ちで学位記を受領していました。

.新たな門出をキ兄福

教職員・父母等に拍手で送り

出された卒業生たちは皆、朝日

大学での学生生活の日々 を振り

返りながらも、これから始まる新生

活への希望に満ちた表情でし 卒業記念パティーで新たな門出を祝福

た。また、式典終了後には、卒業記念パーティーが6号館ホールで開

かれ、華やかなパーティー会場では、卒業生たちが新たな門出を互

いに満面の笑顔で互いに祝福し合っていたのが印象的でした。

鋼回大学窪営情報"究滞緩重12

域アイデンテイティを鍛える一観光・
J 地域アイチンティティ

物流・防災 J(成文堂:畦地真太 :を鍛える

郎・米田真理・中垣勝臣 編著)を 31.4γ 扇京弱死:稀災f
上梓しました。

産業情報研究所は大学附置の

研究所として、これまで地域産業と

情報に関わる研究活動を通じ地域

への貢献を行ってきており、近年の

ブ9ロジェクトの成果として、学内の地

域研究に関わる教員が力を結集

し、叢書の刊行という成果を結実させました。

同書では、人口減少がさけばれる今日、地域の産業や文化、地

域自体を消さないためには「アイデンテイテイの確立が必要であ

るJと論じ、観光、物流、防災の観点から、地域文化や地域経済、
情報工学や心理学などを援用することにより、立体的な切り口で

これからの地域に求められる立場ゃあり方を分析しています。

患者さん癒す美しい歌声

村上記念病院で、患者きんを対象にした夏の院内コンサートが開

催され、入院患者さんらはアコーディオンや三線の音色や美しい歌声

に聴き入っていました。

今回のコンサートには、岐阜市を拠点に活動する「ぎふ童謡唱歌

の会」のメンバーが出演。「故郷Ji夏の思い出Jといった童謡なとマを
同会代表の大城豊次さんがアコーディオンで演奏、妻の幸子さんが

曲に合わせて歌声を、また、歌手の安村かず子さんには三線を奏で

ながら沖縄民謡を披露いただき、入院患者さんら約150人は、手拍子

をしたり、一緒に歌ったりしながら楽しい時間を過ごしました。

このコンサートは、毎年夏と冬に行われており、病院生活でふさぎ

がちになる入院患者さんの心を毎回癒しています。

アコーディオン伴奏に合わせみんなで合唱
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